
知恵象が東雲ガ良く、知恵間受♂藍ぼ充足有為こと喧己・三食かった．  

（祝ノ 覿 単一・摂 密 善  

臣胃ノ転が平野．ケージ宍lヱ温か一乙多く‥他の3温ぼ匿ぎ同じで芯った・   

ス乎二詞ヒサー㌻♂dニ敦をぼケージ＼ガ各区舜1ヱ紆〃多脅かゥ佗，  

タ閂でlま平舞ご醸ノ 垣が多く／2∠タ フ奴ヲ区が圧ば同じ／・少子房吉Ⅸが   

聴くヲ∠ヌ各■あっ夜、ケーシ石ぜヱ区在官ガ旨威、同じタク多？セ．才区が   

ざ》一∂ピタそあって卒研のj環額量感ケーシlヱた教レて象に多く負っ佗。／β   

胃癌寧一領痙／ククー／クタきそケージ、琶／区が魯く アユき地区惑ぽゞ同ビざ∠   

き癒思苛あクた，ケーゞ必中飯より贋窄琶か少Qく、ヲケ声詞平均／ロ  

J羽車j賓頼塾空ケージ喧車筒に舷歎しぞ／クき少なかクー‡。   

衝科要療▼車瞳闊観官ヱⅨ2奴ノ区女腹¢唄となり、ワ∵ノ〉－感言奴ケ皮   

2駄／Ⅸ♂頃であク定・．節電称l之あ11て街療¢併呑なレ♂／才一∂3（3   

区〕飼料温が乾かった†   

以上∂帯寮∈宙由剋のぢがいによa明瞭忍き貴賓日誌められず宵恕翌  

一郎適＝㌻かしlによじ初春甲争鱒紆∠田平餌よリケージ、水草かったが他の初   

産体重、わ藍耶董l∠感家姦智め‘らルず、産卵東熊も各型焦内lこおしトこ由   

藍がなく、牙胃ね奮発ヒタ胃知亀泉∂耶垂ガ勿監め虔いチ日興♂オが重   

いこと、アーさ、ヒ温衝∂舷療lヱむいこ白ぎ胃・恕萱認めヨβロの或帝都玩   

かっだが∂β1ヨ冨ぼ軍営塵ボ頂かづ■た．  

叩蔓〃或長塚軋舞席－1乙よる鼻広見当らぽかクモ水終箔封な吠亀よ刃す   

如ぼノ才一メタ（ヲ区）の材魯魚レ∂餅料・邑ダ虹韓的決しl東lこだわ恥たが希   

検討を翌寸a．  

／g．珊夏草∂成長速度に圃する試験  

渇 水 一喝 鉄  原 内 正 芳  

名 倉 清 一  群 峰 金ご  

胃  前  

外国幾の醐入専lヱより在不照⑦耶里卓β太い王よ何闊ヒなって薦こLl呑   

ポニれ少㍑箕鼓の一対ヒす診たのIヱ突j艶レた．  

着  速  

か轟椚后lヱあける餌農lヱ丙す魯試貌軌三ついこ平射ヒケージ判I之舞武邑   

令と初産日冬と抑官の増加畔況云調杢した。  
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0＼）耶垂の塩島鳥教  串 倒  
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区釦 ‖ 世   ／／♪．ク   ／／年ヲ   

Fリ 昨夏の生長冶放  ケージ  
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／占♂  言  ／クク  ／クフ．ヲ  ／ノくf  

曇  
／ブタ．∠  ／∋／．ヲ  

アブ．子  ノク♪．／  野，／  ヲ督、才  
／フ∠〉  ㌢  ′ク∠）  ／ノ∂．タ  ′プ∠、9  ノウ久ク   ／鎖′／、∂  

／ク′ク  ′○久子  ／クヱノ  ノβよJ  
′Pク  ／b鼠倉  ／／∠．フ  ノユタ，ヲ  

照才   ／∂年J  ／′メ、／  

／ヂク   ／～ク、ク  ′2倉．P  ノ毎、∫  
／ク．之j  ／Aユク  ／ク占、ヨ  

ヲ  ′ノフ、α  ノ悪，ク  

／ク／、′  ／ク買∋  

≡⊥′ク  2   〝ノ．′  

／○／いZ  ノニぜ、ヱ ノ久石戸 ノ／・久男 ／ムヨ．g  
平均そば′ク∂唱㊤β初産のぬのが感知率貞素も良く、／牢♂官命2〟官命2ヱ♂日傘  

は置く、′クβ日を頂勇ヒレて芝め前転に次軌三悪く紋ウてtへ急。   

ノ如口争お産規の各日やの卵垂一色基湊とレて、思加重匂やβ河童ガ室温◎  

和垂に陸産同じくむZ＝ニ感／∂ク匂争鞄まそぼ射ノケ胃を要しノ7∂1ヨー／訝ク  

司令常痩ヱク日・／タク日今玖隆∂初産考慮／ク1弓召、忌避琶よリヒ要っ佗。   

ケー￥、芭すⅦ琶⑦潜郡畢ばさ壷ぎまぞフ♂∂甘、／よク匂．／ク∂官今が短く、  

／9∂ロ．／¢ク白．2／ク日争か悪かった．  
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／〃♂甘争和恵の各日今の野蛮左基準ヒレて、各ね落日令lヱをける皆ぼ筒  

′にな署甘教ぼ／∠ク胃今壷苔ぼコクヨ・〝ク司令以降め軌慮■／ク隠宅卑瓢．苓  
一礼レく電之れ盈上層ウた・  

ニ圭．   

虐加¢訓令ぼ平顔ボナ一三・、よリヤゝ侵ししボ平内相愛感ケーさ・、ガヤ ＞良く  

胃わ東しろ．   

周一奇観日や匿あける呵垂lごあレlて成幸或甘やが／》クー／ヲク 司や頭上lご  

亙れば勿藍臼今の産レ1薦β印章朝勿嚢♂早かヮた患の間曹より重い傾向lヱ  

あ：あ．   

以上の溺魯帯苓よじ射レぼ勿壷司令慮／ムク召一／ウク日頃が戦い動こ篭唸  

れるガ合お各界統だよさ碧努♂帝展、奮環日やと惧戒熱及♂腹式熱の悶着  

と之の河野羊亀遵ボレなけ恥ぼ和恵を沢定オること成因韓ヒ思わ¢為承定  

着渇牒一応の脛何を由負いかと諾わdL沓。  Icl 

／よ魚卵の耶喚改善に閲す乱研亀  

， ／．＝卵奨め着動ヱクいて  名 倉 清 一  殿 内 正 賓  

♯ 崎 金 ご  薄 氷l野 良  

ま え がき  

覇正大腰硬鼻璃がるぬご象虚しZ螺針♂㊥与主い蛤零に応じ戟培又ば邁入せ  

ること感電附に払、時期的lヱも同港彦場合が匂く、群舞泉竃鈴与lヱよ為顔巷、も  

評兎ヒ机、′～ム）繋唄化さ疇tZきたガ、間頃め色尊ばI逆ヂしも帯冒すべ彗軋の  

重度ない．7ノ昭吾の色函ぼ給与額科功色素PJ、並1こ季節によって喪ノヒ寸るも  

β軍あり・チノ 米韓rZおいぞぼノグムク耳I乙食署敦盛業薦ボ菊間入リメ＞根や  

窒の如侯為♂環埠ヒレて着色度¢重い熟叩を要塗レてから阿鼻ヒなり、各′  

州立大苧や祭事戎費原電tlかlヱしぞ潟叩♂〟三戸パ虐鼓り を准貴廿為かlヱ  

っ11こ所落さルぞいさ．㌢〟ノ   

わが画一Zあいても茫蚤．野卑IZ喝心ガ■軋たれ為よ主にな．リ、町頃d伺土、  

許琶由生蔓、済旨帝烏1ヱ腱堅守ことち‘あり、卵頃の妾宅敬一要苓召、あ谷間萌  

の包ガ隆一ぞあ呑ことば閏品柄声河上のエがらも垂琶魯＝とそあゐ①召町頃  

♂考色l三っいぞ絵島舞鶴∂萌色ヒう吐あこレ、ア）レフア1レファや－）レ頂ビの  

取合割合を翠IZす笥観象ヒ闇尊者色剤β添加一之よ為卵勢♂着色1ヱついぞ本ガ  

喫を臭施し佗。  
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